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1．Microsoft 365の導入と活用
　本学は，昨年度よりMicrosoft 365（旧 Office365，以下，M365）の A1プランを導入し，授業等で利
用してきた．本学の教職員・学生は，ウェブ版のWord，Excel，PowerPoint，Outlook，Microsoft teams
（以降，teams）等のソフトウェア，クラウドストレージの OneDriveを無料で使用できる学習環境にある．
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による緊急事態宣言後，本学は，M365の teamsを利用して，
対面授業から遠隔授業へ変更し，授業を実施した．
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【要旨】　今年度，本学は，COVID-19による対面授業の緊急事態宣言後，Microsoft 365のMcrosoft teamsを利用
して遠隔授業を実施した．遠隔授業の実施にあたり，FD・SD研修会を実施し，Mcrosoft teamsの使い方の説
明や遠隔授業用の資料作成について説明した．今回の遠隔授業の経験は，COVID-19以外にも対面授業ができ
ない状況でも遠隔授業ができる貴重な経験であった．この経験を本学の ICT環境整備に活かしていきたいと
考えている．
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2．本学の遠隔授業を開始するための準備
　teamsを使った遠隔授業を実施するために，まず，teamsの使い方，授業資料のファイルサイズを抑
えながら学生に情報を伝える方法を目的とした FD・SD研修会を実施した．また，FD・SD研修会と並
行して，教職員は，授業資料を対面用から遠隔用に再作成・編集した．遠隔授業は，teamsを使い，授
業資料の配布，課題の提示・提出を指示した．今回の遠隔授業では，ファイルサイズの大きい資料や動
画を配信しないように配慮した．これは，学生側のスマートフォンやタブレット等の契約状況によって
は，通信制限があり，遠隔授業が円滑に受けられなく可能性が考えられたためである．

図1　FD・SD 研修会資料の一部
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3．FD・SD 研修会について
　FD・SD研修会では，図1（a）-（f）に示すように初級編，基礎編，活用編の3つ動画資料を作成し，
教員に視聴してもらった．初級編は，図1（a），（b）に示すように，M365の内容と概要等，基礎編は，
図1（c），（d）に示すように teamsを使った遠隔授業の流れ等，活用編は，図1（e），（f）に示すように
情報セキュリティと授業での活用事例とした．これらの動画は Power Pointで作成したスライドに，解
説の音声を付けて，適宜マーカーやポインターを示し，視聴者が説明している部分と内容や場所が分か
るように工夫した．
　ICT専門部会は，動画だけでは分からない部分や不具合が生じた場合の問い合わせ窓口を設置し，教
員が遠隔授業を円滑に実施できるようにサポート体制を構築した．

4．遠隔授業実施時の課題
　今回の遠隔授業を実施にあたり，課題が2つあった．1つ目は，教員側のM365の使い方の再確認であ
る．これは，先述の FD・SD研修会の中で，実際に teamsを使った資料の配布方法の説明や，実際に動
作確認をしてもらい対応ができた．2つ目は，今年度入学してきた学生へのM365の使い方や教職員と
の連絡方法の伝達である．幸いにも短時間であるが，対面式で新入生に説明できる時間が確保できたた
め，新入生への使い方の説明や動作確認ができた．

5．遠隔授業の今後の展望
　緊急事態宣言の解除後，教育と社会の両面で，遠隔授業のようになオンラインミーティング，対面型
とオンライン型を併せたハイブリッド型が活用されている．今年度の遠隔授業は，天災で大学に来られ
ない学生，臨地・臨床実習で学外にいる学生，出張等で学外にいる教職員がインターネット環境があれ
ば，どこからでも参加できる利点がある．また，録画機能を利用して，授業内容や会議内容を記録して
おけば，後日の視聴が可能となり，情報共有できる．
　今年度の遠隔授業の経験は，教職員間で情報共有し，学内の ICT環境の整備・充化を進める上で貴
重であったと考える．
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